
近
代
日
本
に
お
け
る
「
天
佑
」
と
O
o
け
8
ω
α
q
墨
α
Φ
昌
ε
豊

島
　
善
高

一
　
緒
　
言

　
第
一
次
世
界
大
戦
勃
発
に
際
し
て
ド
イ
ツ
に
宣
戦
布
告
し
た
イ
ギ
リ
ス
は
、
膠
州
湾
を
根
拠
と
す
る
ド
イ
ツ
艦
隊
を
駆
逐
し
て
も
ら

う
べ
く
日
本
に
善
処
を
依
頼
し
て
き
た
。
そ
こ
で
そ
の
受
け
入
れ
の
可
否
を
巡
っ
て
、
大
正
三
年
八
月
八
日
、
早
稲
田
の
大
隈
重
信
邸

で
元
老
会
議
が
開
催
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
場
に
出
席
で
き
な
か
っ
た
元
老
の
一
人
井
上
馨
は
後
日
、
以
下
の
よ
う
な
内
容
の
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

書
を
山
県
有
朋
と
大
隈
の
も
と
に
伝
達
し
た
。

　
　
一
、
今
回
欧
州
の
大
禍
乱
は
、
日
本
国
運
の
発
展
に
対
す
る
大
正
新
時
代
の
天
佑
に
し
て
、
日
本
国
は
た
だ
ち
に
挙
国
一
致
の
団

　
　
　
結
を
も
っ
て
、
こ
の
天
佑
を
享
受
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

　
　
一
、
こ
の
天
佑
を
全
う
せ
ん
が
た
め
に
、
内
に
お
い
て
は
比
年
正
々
た
り
し
廃
減
税
等
の
党
論
を
中
止
し
、
財
政
の
基
礎
を
強
固

　
　
　
に
し
、
一
切
の
党
争
を
排
し
、
国
論
を
世
界
の
大
勢
に
随
伴
せ
し
む
る
よ
う
指
導
し
、
も
っ
て
外
交
の
方
針
を
確
立
せ
ざ
る
べ

早稲田人文自然科学研究　第45号　’94（H6）．3119



　
　
　
か
ら
ず
。

　
　
一
、
こ
の
戦
局
と
と
も
に
、
英
・
仏
・
露
の
団
結
一
致
は
さ
ら
に
強
固
に
な
る
と
と
も
に
、
日
本
は
右
三
国
と
一
致
団
結
し
て
、

　
　
　
こ
こ
に
東
洋
に
た
い
す
る
日
本
の
利
権
を
確
立
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

江
口
圭
一
氏
に
よ
れ
ば
、
井
上
が
「
今
回
欧
州
の
大
禍
乱
」
を
「
大
正
新
時
代
の
天
佑
」
と
提
え
た
の
は
、
日
露
戦
争
以
来
増
加
し
て

い
た
対
外
債
務
（
大
正
二
年
末
で
十
二
億
二
千
万
円
の
債
務
超
過
）
と
そ
れ
に
伴
う
経
済
界
の
不
振
及
び
廃
止
運
動
な
ど
の
苦
境
を
脱

却
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ
の
井
上
の
意
見
に
同
意
し
た
山
県
と
大
隈
は
、
八
月
十
五
日
の
御
前
会
議
に
お

け
る
正
式
決
定
を
経
て
、
イ
ギ
リ
ス
に
参
戦
す
る
旨
を
通
告
し
、
八
月
二
十
三
日
、
次
の
よ
う
な
宣
戦
の
詔
書
を
発
し
て
、
ド
イ
ツ
に

宣
戦
布
告
を
し
た
。

　
　
天
佑
ヲ
保
有
シ
万
世
一
系
ノ
皇
詐
ヲ
践
メ
ル
大
日
本
国
皇
帝
ハ
忠
実
勇
武
ナ
ル
汝
有
衆
二
示
ス
。
朕
弦
二
独
逸
国
二
対
シ
テ
戦
ヲ

　
　
宣
ス
Q

そ
し
て
江
口
氏
が

　
　
井
上
が
期
待
し
た
と
お
り
、
「
挙
国
一
致
」
を
名
目
と
し
て
郵
税
運
動
が
中
止
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
、
日
本
は
天
佑
を
存
分
に
享
有

　
　
し
た
。
（
中
略
）
空
前
の
大
戦
景
気
を
通
じ
て
日
本
は
ア
ジ
ア
最
大
の
工
業
国
に
躍
進
し
、
中
国
大
陸
へ
の
支
配
を
い
ち
じ
る
し
く
つ

　
　
よ
め
、
名
実
と
も
に
大
日
本
帝
国
の
地
歩
を
築
き
あ
げ
、
一
等
国
の
仲
間
入
り
を
遂
げ
る
。

と
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
ご
と
く
、
第
一
次
世
界
大
戦
参
戦
は
、
近
代
日
本
に
と
っ
て
ま
さ
に
「
天
佑
」
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
本
稿
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
つ
い
て
何
か
論
じ
よ
う
と
企
図
す
る
も
の
で
は
な
く
、
井
上
馨
や
宣
戦
詔
書
が
使
用
し
て

い
る
「
天
佑
」
の
語
が
い
っ
た
い
何
時
頃
か
ら
わ
が
国
で
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
と
い
う
極
め
て
些
細
な
問
題
を
究
明
し
よ
う
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と
す
る
も
の
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
「
天
佑
」
と
は
漢
語
で
あ
っ
て
、
『
尚
書
』
威
有
↓
徳
第
八
に

　
　
惟
サ
躬
三
王
、
全
麻
一
徳
、
克
享
天
心
、
受
天
明
命
、
所
有
九
有
之
師
、
笈
革
夏
正
、
而
立
私
我
有
商
、
惟
天
佑
干
一
徳
、

　
　
（
惟
れ
サ
が
躬
、
湯
に
賢
び
、
み
な
一
徳
を
有
つ
。
克
く
天
心
を
享
け
、
天
の
画
面
を
受
け
、
以
て
九
有
の
師
を
落
ち
、
震
に
夏

　
　
の
正
を
革
む
。
天
が
我
が
有
商
を
私
す
る
に
長
ず
。
惟
れ
天
が
一
徳
を
偉
く
る
な
り
）

　
　
　
　
　
　
　
〔
2
）

と
見
え
て
い
る
よ
う
に
、
天
命
思
想
を
奉
じ
た
旧
中
国
に
あ
っ
て
は
白
く
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
る
用
語
で
あ
り
、
王
朝
の
存
在
根
拠
自

体
も
「
天
佑
」
に
求
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
革
命
思
想
を
受
け
入
れ
ず
、
天
照
大
神
の
子
孫
が
代
々
皇
位
を
継
承
す
る
と
い
う
伝

統
の
わ
が
国
で
は
、
天
皇
は
血
統
に
よ
っ
て
天
皇
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
天
の
助
け
を
受
け
た
も
の
で
は
な
い
。
故
に
「
天
佑
ヲ
保

有
シ
万
世
一
系
ノ
皇
霊
ヲ
践
メ
ル
大
日
本
国
皇
帝
」
な
る
表
現
は
、
伝
統
的
な
考
え
方
か
ら
す
れ
ば
、
や
や
奇
異
な
感
じ
を
受
け
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

で
あ
る
。
実
際
、
奈
良
時
代
以
来
の
詔
勅
を
見
て
も
、
「
天
佑
」
な
る
語
は
見
当
た
ら
な
い
。
そ
こ
で
い
く
つ
か
の
史
料
を
穿
臆
し
て
「
天

佑
」
使
用
の
経
緯
を
た
ど
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
ど
う
も
西
洋
の
外
交
文
書
の
形
式
を
模
倣
し
て
わ
が
国
で
も
「
天
佑
」
の
語
を
多
用
す

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
果
た
し
て
当
を
得
て
い
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
が
、
以
下
に
卑
見
を
開

陳
し
て
識
者
の
御
批
判
を
仰
ぎ
た
い
と
思
う
。

二
　
外
交
文
書
の
表
現

　
ブ
リ
ッ
ツ
．
ケ
ル
ン
の
古
典
的
名
著
で
あ
る
◎
ミ
討
確
謹
§
ミ
ミ
§
§
織
ミ
．
譜
誘
ミ
§
｝
ミ
ら
ミ
・
ピ
①
ぢ
N
凶
α
q
し
㊤
一
心
に
よ
れ
ば
、
代
々

血
統
権
○
Φ
σ
一
痺
。
。
お
。
算
に
よ
っ
て
王
位
を
継
承
し
て
い
た
ゲ
ル
マ
ン
古
代
の
君
主
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
を
受
け
て
、
王
位
継
承
に
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際
し
て
キ
リ
ス
ト
教
会
か
ら
聖
別
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
従
来
の
君
主
の
権
威
を
い
っ
そ
う
引
き
立
て
た
の
で
あ

る
が
、
西
暦
七
五
四
年
に
カ
ー
ル
大
帝
が
塗
油
を
’
4
又
け
た
と
き
、
始
め
て
皇
帝
名
義
に
ひ
q
鑓
鉱
四
U
虫
（
神
の
恩
寵
に
よ
り
）
と
い
う
名

称
を
加
え
、
こ
れ
が
皇
帝
の
称
号
の
恒
久
的
な
修
飾
語
と
な
っ
た
。
そ
し
て
フ
ラ
ン
ク
帝
国
の
皇
帝
た
ち
が
王
位
継
承
と
同
時
に
塗
油

を
受
け
る
儀
式
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
聖
別
は
皇
帝
権
の
単
な
る
権
威
づ
け
で
は
な
く
、
皇
帝
権
が
ま
さ
に
神
に
由
来
こ
と
を
証
す

る
も
の
だ
と
い
う
観
念
が
次
第
に
流
布
し
た
。
こ
の
観
念
が
中
世
に
お
い
て
理
論
化
さ
れ
て
い
わ
ゆ
る
王
権
神
授
説
O
o
茸
①
ω
－

αq

激
ｿ
①
口
巳
ヨ
と
な
り
、
西
欧
各
国
の
君
主
た
ち
に
も
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
近
代
に
至
る
ま
で
西
洋
の
君
主
た
ち
の
名
義
を
飾

　
　
　
　
（
4
）

つ
た
の
で
あ
る
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
君
主
た
ち
は
、
自
分
の
名
前
の
後
に
、
こ
の
「
神
の
恩
寵
に
よ
り
」
と
い
う
表
現
を
誇
ら
し
げ
に
つ
け
加
え
、
内
外

の
公
式
文
書
に
も
記
載
し
た
。
例
え
ば
、
オ
ラ
ン
ダ
の
国
王
が
一
八
六
二
年
十
二
月
九
日
に
「
兵
庫
開
港
延
期
井
竹
内
杯
携
帯
ノ
国
書

二
答
礼
」
と
し
て
わ
が
国
に
送
っ
た
国
書
の
冒
頭
に

　
　
芝
≡
Φ
∋
一
戸
σ
鴇
匹
①
σ
q
「
讐
凶
Φ
O
o
α
ρ
囚
〇
三
コ
ひ
q
α
霞
Z
a
Φ
二
餌
づ
血
Φ
P
勺
「
ぎ
ω
＜
餌
口
○
轟
ヨ
Φ
－
Z
鋤
ω
毎
回
O
憎
o
o
け
＝
Φ
再
。
ひ
q
＜
蝉
づ

　
　
ピ
ロ
×
Φ
琶
σ
霞
ひ
q
〕
．
．
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

と
あ
る
ご
と
き
、
そ
の
一
例
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
を
受
け
取
っ
た
幕
府
側
は
、
9
α
Φ
ぴ
q
鑓
鉱
Φ
O
o
α
ω
な
る
表
現
を
ど
の
よ
う

に
翻
訳
し
て
よ
い
か
相
当
に
迷
っ
た
模
様
で
、
当
初
こ
れ
を

　
　
因
天
恩
　
阿
蘭
国
モ
兼
テ
骨
拶
櫛
道
翌
に
ク
微
列
護
三
世
ヨ
リ
…

と
訳
し
て
い
た
が
、
後
に

　
　
天
ノ
命
助
二
叶
ヒ
和
蘭
国
王
プ
リ
ン
ス
フ
ァ
ン
オ
ラ
ン
ニ
i
醐
概
ノ
兼
コ
ロ
ー
ト
ヘ
ル
ト
グ
フ
ァ
ン
リ
ュ
ク
セ
ム
ビ
ュ
ル
ク
舘
等
ノ

122



近代日本における「天佑」とGottesgnadentum

　
　
第
三
世
ウ
イ
ル
レ
ム
…

と
改
め
て
い
る
。
オ
ラ
ン
ダ
に
関
し
て
言
え
ば
、
そ
の
後
こ
の
箇
所
の
訳
は
「
神
ノ
恵
ヲ
受
ケ
タ
ル
」
（
明
治
元
年
十
一
月
二
十
二
日
、

和
蘭
国
代
理
公
使
参
朝
捧
呈
国
書
）
と
か
「
皇
天
上
帝
ノ
洪
恩
ヲ
蒙
り
」
（
明
治
六
年
七
月
九
日
、
荷
蘭
国
弁
理
公
使
フ
ォ
ン
、
ウ
エ
ッ

ク
ヘ
ル
リ
ン
参
朝
捧
呈
国
書
）
と
か
「
皇
天
上
帝
ノ
恩
沢
二
浴
シ
」
（
明
治
六
年
三
月
九
日
、
岩
倉
具
視
持
参
の
国
書
へ
の
返
書
）
と
か

と
変
遷
し
、
明
治
十
二
年
七
月
十
六
日
の
「
弁
理
公
使
フ
ァ
ン
、
ス
ト
ウ
ト
ウ
エ
ー
ゲ
ン
参
朝
捧
呈
国
書
」
で
「
天
祐
二
曲
リ
」
と
訳

し
、
明
治
十
四
年
二
月
二
日
の
「
事
務
代
理
ス
ツ
ル
ウ
エ
氏
参
朝
捧
呈
国
書
」
で
「
天
佑
ヲ
保
有
シ
」
と
訳
し
て
以
降
は
、
大
体
「
天

佑
二
因
リ
」
と
か
「
天
佑
ヲ
保
有
シ
」
と
か
訳
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
オ
ラ
ン
ダ
以
外
の
他
の
王
国
に
つ
い
て
も
事
情
は
ほ
ぼ
同
様
で
あ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
に
つ
い
て
は
慶
応
元
年
三
月
二
十
八
日
の
「
全

権
公
使
ル
ゼ
ン
ホ
ル
ド
ア
ル
コ
ッ
ク
解
任
井
パ
ル
リ
！
、
パ
ー
ク
ス
后
任
ト
ス
ル
旨
」
の
国
書
の

　
　
≦
o
ε
ユ
ρ
9
9
Φ
び
q
轟
8
0
｛
O
o
F
O
二
Φ
9
0
｛
夢
Φ
⊂
三
8
α
囚
ヨ
ひ
q
α
o
∋
o
｛
O
お
請
じ
u
葺
巴
コ
黛
ρ
巳
冒
ユ
塁
負
∪
Φ
｛
①
＆
臼
○
｛
叶
冨

　
　
閃
巴
辞
ゴ
卿
ρ
卸
ρ
酢
ρ

　
　
月
。
チ
Φ
ヨ
。
ω
け
山
齢
互
］
≦
帥
ひ
q
ゴ
受
四
コ
血
ひ
q
δ
「
δ
¢
。
・
℃
ユ
g
ρ
霞
巴
∋
O
Φ
ユ
巴
鋤
口
α
勾
。
葦
＝
≦
鉱
Φ
ω
叶
《
匪
Φ
↓
胃
0
8
0
h
要
望
P
o
ロ
【
ω

　
　
ひ
q
O
o
α
ゆ
δ
9
臼
蝉
コ
血
O
o
二
ω
ヨ
圃
O
「
①
Φ
二
口
ひ
q
［

で
始
ま
る
部
分
を

　
　
神
恵
ヲ
受
テ
大
不
列
顛
及
阿
二
叉
連
合
王
国
ノ
女
王
教
法
ノ
保
護
者
等
々
々
タ
ル
ヒ
ク
ト
リ
ア
」
我
等
ノ
善
キ
兄
弟
及
従
兄
弟
ニ

　
　
シ
テ
且
最
高
威
賢
明
ナ
ル
君
主
タ
ル
日
本
大
君
帝
王
マ
イ
エ
ス
テ
へ
謹
呈
ス

と
訳
し
、
慶
応
四
年
閏
四
月
遅
「
英
国
特
派
全
権
公
使
ハ
ル
リ
ー
、
パ
ー
ク
ス
大
阪
東
本
願
寺
磁
位
へ
参
上
捧
呈
」
の
国
書
で
は
9
子
Φ
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ひq

艨
B
Φ
○
｛
O
o
α
を
「
上
帝
ノ
恵
二
依
テ
」
と
し
、
明
治
六
年
三
月
八
日
目
英
国
代
理
公
使
ア
ー
ジ
ー
ワ
ト
サ
ン
参
朝
捧
呈
」
せ
る
国
書

で
は
「
神
恵
ヲ
受
ケ
天
道
正
理
ヲ
守
護
ス
ル
」
と
し
、
明
治
八
年
六
月
十
日
「
英
国
公
使
サ
ー
ハ
ル
リ
ー
ハ
ア
ク
ス
参
朝
捧
呈
」
の
国

書
で
は
「
天
帝
ノ
恵
ヲ
受
ケ
天
道
ヲ
守
護
ス
ル
」
と
し
、
明
治
十
三
年
五
月
十
三
日
、
特
命
全
権
公
使
が
上
野
景
範
か
ら
森
有
礼
に
代

わ
っ
た
こ
と
に
対
し
て
英
国
公
使
が
送
付
し
た
国
書
で
は
「
神
佑
ヲ
保
有
シ
」
と
改
め
て
い
る
。

　
ロ
シ
ア
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
明
治
八
年
四
月
二
十
五
日
の
「
軍
国
弁
理
公
使
ス
ツ
ル
ウ
エ
参
朝
捧
呈
」
国
書
に
「
天
恩
ヲ
蒙
ム

リ
赫
々
タ
ル
全
日
本
国
皇
帝
睦
仁
陛
下
へ
全
露
西
亜
皇
帝
ヨ
リ
伯
仲
友
誼
ノ
礼
辞
ヲ
臼
ス
」
云
々
と
あ
り
、
わ
が
天
皇
に
対
し
て
「
天

恩
ヲ
蒙
り
」
と
し
、
明
治
九
年
十
月
十
日
の
「
魯
国
公
使
ス
ツ
ウ
エ
参
朝
捧
呈
」
で
は
「
天
佑
二
丁
リ
露
国
寺
泊
ノ
全
権
皇
帝
タ
ル
亜

歴
山
徳
第
二
世
」
と
し
、
明
治
十
四
年
五
月
二
十
四
日
の
「
露
国
公
使
ス
ツ
ル
ウ
エ
氏
参
朝
捧
呈
国
書
訳
文
写
」
で
は
「
天
恵
ヲ
保
有

シ
朕
全
露
西
亜
国
モ
ス
ク
ワ
、
キ
エ
フ
、
ウ
ラ
ジ
ミ
ル
、
ノ
ウ
ゴ
ロ
ド
、
ノ
皇
帝
」
と
し
て
い
る
。

　
ド
イ
ツ
に
つ
い
て
は
、
明
治
四
年
三
月
十
二
日
の
「
公
使
エ
ム
、
フ
ォ
ン
、
プ
ラ
ン
ト
持
参
」
国
書
に

　
　
芝
＝
げ
巴
ヨ
｝
＜
8
Ω
o
雰
①
ω
Ω
量
α
Φ
P
U
①
三
ω
∩
冨
同
風
巴
N
Φ
ぴ
囚
α
三
σ
q
く
。
コ
牢
2
ω
ω
9
・
・

と
あ
っ
た
箇
所
を

　
　
神
恵
二
因
テ
独
逸
皇
帝
兼
学
漏
生
皇
帝
タ
ル
ウ
イ
ル
ヘ
ム

と
訳
し
、
そ
の
後
く
。
コ
O
o
け
8
ω
○
コ
巴
①
コ
を
「
神
ノ
恵
二
依
テ
」
（
明
治
五
年
二
月
二
十
二
日
国
書
）
と
訳
し
た
り
も
し
た
が
、
明
治

八
年
四
月
二
十
五
日
の
国
書
で
「
天
佑
ヲ
保
有
シ
タ
ル
」
と
訳
し
て
以
降
は
大
体
「
天
佑
ヲ
保
有
シ
タ
ル
」
と
か
「
天
佑
二
依
テ
」
と

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
そ
し
て
イ
タ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、
慶
応
二
年
三
月
二
十
二
日
の
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≦
0
8
「
国
∋
∋
讐
口
巴
一
一
〇
費
一
自
。
ひ
q
轟
8
望
2
2
B
噌
一
円
く
9
0
コ
a
留
口
。
コ
巴
Φ
菊
9
氏
、
四
切
＝
Φ

云
々
で
始
ま
る
国
書
以
降
、
暫
く
は
フ
ラ
ン
ス
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
冒
頭
を

　
　
天
帝
ノ
慈
恵
及
ビ
国
民
ノ
望
二
依
リ
意
太
利
亜
国
王
ウ
イ
ク
ト
ル
、
エ
マ
ヌ
エ
ル
第
二
世

と
訳
し
、
以
後
「
天
恵
民
望
之
伊
太
利
王
」
（
明
治
元
年
十
二
月
二
十
二
日
国
書
）
、
「
神
恵
ヲ
受
ケ
国
民
ノ
尊
敬
ヲ
得
タ
ル
伊
太
利
亜
国

第
二
世
ウ
ヰ
ク
ト
ル
、
エ
ム
マ
ニ
エ
ル
」
（
明
治
三
年
三
月
十
五
日
国
書
）
、
「
神
恵
人
望
二
曲
テ
伊
太
利
亜
国
皇
帝
」
（
明
治
三
年
十
月

十
五
日
国
書
）
、
「
神
恵
ヲ
受
ケ
人
望
ヲ
得
タ
ル
伊
太
利
国
王
」
（
明
治
七
年
九
月
八
日
国
書
）
、
「
天
帝
ノ
恵
ヲ
受
人
望
ヲ
得
タ
ル
伊
太
利

国
王
」
（
同
年
）
、
「
天
佑
二
由
リ
民
意
二
応
シ
伊
国
皇
帝
タ
ル
」
（
明
治
十
年
七
月
二
十
一
日
）
な
ど
と
訳
し
、
そ
し
て
明
治
十
一
年
四

月
二
十
六
日
の
イ
タ
リ
ア
語
の
国
書
の

　
　
¢
ヨ
Φ
二
〇
一
冨
「
O
惹
ρ
冨
島
∪
一
〇
8
①
ω
＜
o
一
8
β
血
①
＝
鋤
Z
曽
N
一
8
①
勾
Φ
匹
．
犀
巴
冨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

を
「
天
佑
ヲ
保
有
シ
国
民
ノ
翼
望
二
因
テ
伊
太
利
皇
帝
タ
ル
ウ
ン
ベ
ル
ト
第
一
世
」
と
翻
訳
し
て
以
降
は
「
天
佑
ヲ
保
有
シ
国
民
ノ
翼

望
二
依
リ
」
と
か
「
天
佑
二
五
リ
民
意
二
応
シ
」
と
か
「
神
恵
ヲ
享
受
シ
臣
民
ノ
希
望
二
依
リ
」
と
か
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
外
国
国
書
に
対
し
て
、
わ
が
国
か
ら
の
国
書
に
は
、
ど
の
よ
う
な
表
現
を
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
慶
応
四
年
正
月

七
日
に
徳
川
慶
喜
追
討
令
を
出
し
た
新
政
府
が
、
仏
英
伊
学
荷
米
魯
の
領
事
に
示
し
た

　
　
日
本
国
天
皇
、
告
各
国
帝
王
及
其
曲
人
、
立
者
将
軍
徳
川
慶
喜
、
請
田
政
権
、
制
允
之
、
内
外
政
事
親
裁
之
、
二
日
、
従
前
条
約

　
　
用
大
君
名
称
、
自
今
而
後
、
当
換
以
　
天
皇
称
、
而
各
国
交
接
之
職
、
専
命
有
司
等
、
各
国
公
使
諒
知
斯
旨
、

　
　
　
慶
応
四
年
戊
辰
正
月
十
日
　
御
名
印

　
　
（
7
）

な
る
文
書
で
は
、
単
に
「
日
本
国
天
皇
」
と
あ
る
だ
け
で
、
天
皇
の
修
飾
語
と
し
て
は
何
も
な
い
。
ま
た
明
治
二
年
十
月
十
七
日
の
ア
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メ
リ
カ
へ
の
復
書
に
も

　
　
日
本
天
皇
米
利
堅
大
統
領
二
復
ス

　
　
↓
冨
↓
Φ
コ
づ
O
o
｛
冨
B
コ

　
　
↓
○
け
プ
Φ
勺
お
。
。
己
Φ
づ
θ
O
｛
け
げ
①
⊂
三
け
Φ
α
ω
辞
讐
①
ω
O
h
＞
日
Φ
二
〇
帥

と
あ
り
、
明
治
四
年
四
月
二
十
二
日
の
復
書
に
も

　
　
大
日
本
天
皇
米
利
堅
合
衆
国
大
統
領
二
復
ス

　
　
周
「
o
ヨ
9
Φ
↓
Φ
づ
コ
o
o
h
冨
O
p
コ

　
　
↓
o
胃
Φ
ω
己
Φ
葺
o
h
9
①
C
三
8
匹
ω
け
讐
Φ
ω
o
｛
〉
∋
Φ
ユ
8

と
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
明
治
四
年
十
一
月
四
日
に
同
盟
各
国
へ
宛
て
た
国
書
で
は

　
　
大
日
本
国
天
皇
睦
仁
敬
テ
威
望
隆
盛
友
誼
親
密
ナ
ル
　
英
吉
利
　
伊
太
利
　
荷
止
　
魯
西
亜
　
瑞
典
　
独
逸
　
襖
地
利
　
臼
耳
義

　
　
葡
萄
牙
　
西
班
牙
　
丁
抹
　
布
畦
　
皇
帝
陛
下
　
米
利
堅
合
衆
国
　
仏
蘭
西
　
瑞
西
聯
邦
　
大
統
領
二
臼
ス
、
朕
天
佑
ヲ
保
有
シ

　
　
万
世
一
系
ナ
ル
竜
戴
ヲ
践
ミ
シ
ヨ
リ
以
来
、
未
タ
和
親
ノ
各
国
二
慰
問
ノ
礼
ヲ
修
メ
サ
ル
ヲ
以
テ
、
弦
二
朕
力
信
任
貴
重
ノ
大
臣

　
　
右
大
臣
正
二
位
岩
倉
具
視
ヲ
特
命
全
権
大
使
ト
シ
、
参
議
従
三
位
木
戸
孝
允
大
蔵
卿
従
三
位
大
久
保
利
通
工
部
大
輔
従
四
位
伊
藤

　
　
博
文
外
務
少
輔
従
四
位
山
口
尚
芳
ヲ
特
命
全
権
副
使
ト
シ
、
二
二
全
権
ヲ
委
任
シ
貴
国
及
ヒ
各
国
二
派
出
シ
、
聰
問
ノ
礼
ヲ
面
恥
、

　
　
益
親
好
ノ
情
誼
ヲ
厚
ク
セ
ン
ト
欲
ス
、
且
貴
国
ト
結
ヒ
タ
ル
条
約
ヲ
改
正
ス
ル
ノ
期
近
ク
来
歳
ニ
ア
ル
ヲ
以
テ
、
朕
丁
壮
望
予
図

　
　
ス
ル
所
ハ
、
開
明
各
国
二
黒
シ
テ
入
民
ヲ
シ
テ
其
公
権
ト
公
利
ト
ヲ
保
有
セ
シ
メ
ン
為
メ
ニ
従
来
ノ
定
着
ヲ
贅
正
セ
ン
ト
欲
ス
ト

　
　
錐
ト
モ
、
我
国
ノ
開
化
未
タ
決
カ
ラ
ス
政
律
モ
亦
従
テ
異
レ
ハ
、
多
少
ノ
産
月
ヲ
費
ス
ニ
非
レ
ハ
丁
重
望
ヲ
達
ス
ル
能
ハ
ス
、
故
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同
罪
メ
テ
開
明
各
国
二
行
ハ
ル
・
諸
方
法
ヲ
択
ヒ
、
之
レ
ヲ
我
国
二
天
ス
ニ
適
宜
妥
当
ナ
ル
ヲ
采
リ
、
漸
次
二
品
俗
ヲ
革
メ
同
一

　
　
致
ナ
ラ
シ
メ
ン
コ
ト
ヲ
欲
ス
、
於
是
我
国
ノ
事
情
ヲ
貴
国
政
府
舶
載
リ
、
其
考
案
ヲ
得
テ
以
テ
現
今
将
来
施
設
ス
ヘ
キ
方
略
ヲ
商

　
　
元
値
シ
メ
、
使
臣
帰
国
ノ
上
条
約
改
正
ノ
議
二
及
ヒ
、
朕
定
期
望
予
図
ス
ル
所
ヲ
達
セ
ン
ト
欲
ス
、
此
使
臣
ハ
朕
力
貴
重
信
任
ス

　　

居
潟
i
・
扇
骨
瓢
能
・
其
言
ヲ
面
骨
シ
、
之
・
寵
葉
遇
セ
ラ
レ
ン
・
与
望
・
、
易
二
言
翫
・
康
福
貴
国
・
安
寧
・
祈

　
　
ル
、

　
　
明
治
四
年
辛
未
十
一
月
四
日
東
京
宮
城
二
於
テ
親
ラ
名
ヲ
記
シ
璽
ヲ
鈴
ス
、

　
　
　
　
御
名
　
　
国
璽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奉
勅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
政
大
臣
従
一
位
三
条
実
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
圏
点
及
び
読
点
、
島
）

と
あ
っ
て
、
文
中
に
「
天
佑
ヲ
保
有
シ
」
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
イ
ギ
リ
ス
に
対
し
て
は

　
　
　
］
≦
三
ω
『
＝
詳
ρ
σ
《
旨
く
ぎ
Φ
蝉
℃
O
o
ぎ
け
∋
Φ
昌
戸
国
∋
づ
興
。
「
9
一
鋤
℃
餌
P
亘
鋤
8
匹
二
℃
o
コ
9
Φ
一
∋
℃
Φ
二
巴
け
ぼ
。
口
①
0
8
白
豆
Φ
自
σ
《
鋤

　
　
匹
《
づ
餌
ω
蔓
¢
p
o
プ
p
昌
ひ
q
Φ
α
マ
。
∋
証
日
①
一
日
∋
Φ
∋
o
ユ
巴
●

　
　
　
日
。
出
Φ
「
］
≦
鉱
①
ω
身
く
凶
0
8
二
P
O
二
①
Φ
コ
。
｛
9
Φ
C
三
8
匹
ス
ヨ
m
q
ユ
。
∋
o
｛
O
「
Φ
讐
じ
d
ユ
8
ヨ
m
コ
α
冒
①
げ
コ
鼻
俸
∩
・
帥
ρ
卿
ρ

云
々
と
翻
訳
さ
れ
、
「
睦
仁
」
に
σ
《
虫
く
ぎ
Φ
巷
b
9
三
∋
①
耳
と
い
う
修
飾
語
が
加
え
ら
れ
た
。
こ
れ
明
ら
か
に
西
洋
諸
国
の
9
9
Φ

ひq

�
W
0
噛
O
o
匹
な
ど
の
表
現
に
な
ら
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
右
の
同
じ
国
書
が
ア
メ
リ
カ
に
対
し
て
は

　
　
　
］
≦
三
〇
。
ロ
ー
＝
旨
ρ
日
げ
①
国
ヨ
O
霞
。
「
o
｛
一
国
〇
四
⇒
卸
ρ
卿
ρ
俸
ρ

　
　
　
8
9
Φ
　
℃
お
ω
置
①
再
9
甚
Φ
¢
三
8
α
Q
っ
け
讐
Φ
ω
o
｛
〉
∋
Φ
ユ
∩
P
O
仁
「
O
o
o
α
じ
u
「
0
9
①
「
鋤
コ
α
第
二
け
プ
h
巳
閃
二
①
コ
鼻
O
お
簿
ヨ
ひ
q
一
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］
≦
「
℃
「
Φ
ω
置
Φ
昌
け

　
　
≦
ゴ
9
①
四
ρ
ω
ヨ
8
0
寒
冒
8
ω
ω
δ
コ
げ
く
昏
Φ
巨
①
ω
。
。
ヨ
α
q
o
｛
＝
①
四
く
Φ
P
8
9
Φ
鈴
＜
Φ
色
け
ぼ
8
Φ
8
≦
三
9
0
霞
＞
g
Φ
ω
8
房

　
　
お
貫
器
島
ヰ
。
∋
ニ
ヨ
①
一
∋
∋
①
日
。
ユ
巴
”
．
．
．

云
々
と
な
っ
て
い
て
、
「
天
佑
」
に
相
当
す
る
9
Φ
σ
一
①
ω
ω
凶
コ
ひ
q
o
h
閏
①
9
。
＜
Φ
昌
が
か
な
り
後
退
し
て
い
る
。
こ
れ
恐
ら
く
、
ア
メ
リ
カ
が

君
主
国
で
は
な
く
、
選
挙
で
選
ば
れ
る
大
統
領
が
元
首
で
あ
る
こ
と
を
顧
慮
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
翌
五
年
四
月
十
八
日
の

少
弁
務
使
森
有
礼
を
中
弁
務
使
に
昇
格
し
て
奉
職
せ
し
む
る
こ
と
を
ア
メ
リ
カ
に
知
ら
せ
た
勅
書
に
は

　
　
天
佑
ヲ
保
有
シ
万
世
一
系
ノ
皇
詐
ヲ
承
ル
大
日
本
国
天
皇
睦
仁
敬
テ

　
　
米
利
幹
合
衆
国
大
統
領
閣
下
二
臼
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

と
書
き
、
日
本
文
に
も
「
天
佑
ヲ
保
有
シ
」
と
い
う
表
現
を
加
え
て
、
君
主
国
と
の
区
別
を
設
け
な
く
な
っ
た
。

　
な
お
、
同
年
五
月
十
四
日
に
条
約
改
正
に
関
し
て
締
盟
各
国
に
贈
っ
た
国
書
に

　
　
天
ノ
命
二
則
リ
万
世
一
系
ノ
帝
詐
ヲ
践
ミ
タ
ル
日
本
国
天
皇

と
あ
り
、
ま
た
同
年
五
月
十
四
日
の
遣
外
使
節
岩
倉
具
視
に
対
す
る
委
任
状
に
も

　
　
天
ノ
命
二
則
リ
万
世
一
系
ノ
帝
詐
ヲ
践
ミ
タ
ル
日
本
国
天
皇
、
此
詔
書
ヲ
見
ル
人
人
二
宣
示
ス

と
あ
り
、
「
天
ノ
命
二
則
リ
」
と
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
頃
は
ま
だ
、
「
天
佑
」
と
す
る
か
「
天
ノ
命
二
則
リ
」
と
す
る
か
、
考
え

が
定
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
外
交
当
事
者
た
ち
は
、
ど
の
よ
う
な
表
現
に
し
よ
う
か
種
々
考
え
、
当
然
な
が
ら
中
国
の
文

書
も
参
照
し
た
で
あ
ろ
う
。
先
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
『
尚
書
』
に
は
「
天
佑
」
の
語
も
あ
れ
ば
「
天
命
」
の
語
も
あ
る
。
し
か
も
中
国

か
ら
わ
が
国
に
も
た
ら
さ
れ
た
国
書
に
は
、
後
者
の
「
天
命
」
が
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
。
今
、
中
国
か
ら
の
国
書
を
多
く
登
載
し
て
い
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る
『
善
隣
国
宝
記
』
に
よ
っ
て
一
二
の
例
を
挙
げ
る
と
、
文
永
二
年
の
蒙
古
皇
帝
の
国
書
に
「
祖
宗
受
天
明
命
、
奄
有
区
夏
」
と
あ
り
、

文
明
元
年
の
足
利
義
政
へ
の
明
皇
帝
の
国
書
に
「
朕
恭
承
天
命
、
書
論
大
宝
、
主
宰
詩
歴
」
と
あ
る
ご
と
き
で
あ
る
。
多
分
、
こ
の
中

国
古
来
の
表
現
を
参
考
に
し
て
、
「
天
ノ
命
」
云
々
と
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
明
治
六
年
一
月
五
日
の
伊
国
駐
在
惣
領
事
中
山
譲
治
の
委
任
状
に

　
　
天
佑
ヲ
保
有
シ
、
万
世
一
系
ノ
帝
詐
ヲ
践
ミ
タ
ル
日
本
国
天
皇
御
名
、
ヨ
ク
此
書
ヲ
見
ル
有
衆
二
宣
示
ス

と
あ
り
、
明
治
六
年
一
月
二
十
三
日
の
清
国
駐
在
領
事
品
川
忠
道
の
委
任
状
に

　
　
天
佑
ヲ
保
有
シ
、
万
世
一
系
ノ
帝
劇
ヲ
践
ミ
タ
ル
日
本
国
皇
帝
、
此
書
ヲ
見
ル
有
衆
二
宣
示
ス

と
あ
り
、
明
治
七
年
三
月
五
日
の
「
露
国
皇
帝
へ
榎
本
特
命
全
権
公
使
新
任
之
親
書
」
に

　
　
天
佑
ヲ
保
有
シ
万
世
一
系
ノ
里
雪
ヲ
践
ミ
タ
ル
日
本
国
皇
帝
□
□
敬
テ
威
望
隆
盛
ナ
ル
良
友
魯
西
亜
国
皇
帝
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ル
、

　
　
ニ
コ
ラ
エ
ウ
イ
チ
陛
下
二
白
ス

と
あ
る
よ
う
に
、
明
治
六
年
以
降
は
「
天
佑
」
の
語
が
定
着
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
に
外
国
語
に
訳
さ
れ
て
い
た

の
か
は
ま
だ
調
査
し
て
い
な
い
が
、
明
治
七
年
十
月
七
日
の
「
米
国
特
命
全
権
公
使
吉
田
清
成
後
任
之
親
書
」
に
は

　
　
天
佑
ヲ
保
有
シ
万
世
一
系
ノ
帝
酢
ヲ
進
発
ル
目
本
国
皇
帝
□
生
壁
テ
威
望
隆
盛
ナ
ル
良
友
米
利
堅
合
衆
国
大
統
領
グ
ラ
ン
ト
閣
下

　
　
二
臼
ス

　
　
竃
耳
ω
⊆
罫
ρ
9
些
①
Ω
轟
8
。
h
出
＄
〈
①
戸
鋤
＆
ω
Φ
讐
巴
8
鋤
叶
ぼ
8
Φ
。
8
暮
醒
9
9
こ
口
餌
ヨ
Φ
身
轟
ω
2
h
。
「
鋤
ニ
ヨ
φ

　
　
冒
墓
∋
9
定
評
。
⊆
《
ω
①
ω
。
。
・
O
惹
鼻
霞
ω
穿
∩
二
一
窪
身
曄
①
牢
①
民
2
ε
｛
9
Φ
C
耳
巴
Q
。
鼻
①
ω
。
h
＞
幕
旨
。
。
る
お
①
蟄
ひ
q
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鵬

と
あ
り
、
同
日
の
寺
島
宗
則
外
務
卿
解
任
通
知
の
イ
ギ
リ
ス
宛
国
書
に
も



　
　
天
佑
ヲ
保
有
シ
万
世
一
系
ノ
難
訓
ヲ
平
平
ル
日
本
国
皇
帝
□
□
敬
テ
威
望
隆
盛
ナ
ル
良
友
大
貌
列
顛
兼
愛
倫
皇
帝
ウ
ヰ
ク
ト
リ
ア

　
　
陛
下
二
臼
ス

　
　
ζ
諺
置
け
ρ
9
9
Φ
0
8
8
。
h
＝
＄
＜
Φ
戸
国
∋
o
Φ
「
。
「
。
こ
碧
き
p
邑
ω
Φ
讐
Φ
血
8
四
晋
8
①
8
8
℃
芭
9
誓
Φ
。
，
馨
Φ

　
　
α
《
づ
帥
ω
身
h
O
【
鋤
鉱
ヨ
①
画
∋
∋
Φ
∋
o
ユ
巴
鴇

　
　
↓
o
≦
0
8
ユ
曽
夢
①
ヨ
。
ω
け
霞
ひ
q
7
］
≦
貫
げ
蔓
蝉
p
α
○
δ
ユ
〇
二
ω
〇
二
Φ
①
⇒
9
曄
①
⊂
三
8
α
閉
ヨ
ひ
q
9
∋
o
｛
O
「
Φ
讐
じ
d
二
8
ヨ
讐
α

　
　
マ
①
冨
づ
鼻
自
Ω
5
α
〇
二
目
Ω
お
讐
p
コ
O
O
o
o
畠
略
ユ
①
⇒
9
0
「
Φ
Φ
け
ヨ
ひ
q
一

と
あ
り
、
そ
し
て
明
治
八
年
八
月
二
十
三
日
の
ロ
シ
ア
宛
国
書
に
も

　
　
天
佑
ヲ
保
有
シ
万
世
一
系
ノ
帝
酢
ヲ
践
タ
ル
日
本
国
皇
帝
御
名
敬
テ
書
ヲ
威
望
隆
盛
ナ
ル
良
友
大
兄
下
露
亜
細
亜
皇
帝
陛
下
二
等

　
　
ス

　
　
］
≦
旨
霊
三
け
ρ
σ
《
9
Φ
○
轟
8
0
｛
＝
Φ
鋤
く
Φ
戸
国
ヨ
0
9
0
『
o
｛
冒
O
p
昌
き
α
ω
①
簿
a
8
騨
9
δ
器
o
o
2
豆
巴
σ
図
9
Φ
。
。
簿
∋
Φ

　
　
匹
《
コ
鋤
ω
2
ヰ
。
∋
江
ヨ
①
一
日
白
Φ
ヨ
。
ユ
巴
曽

　
　
目
○
閏
房
］
≦
鉱
Φ
ω
蔓
↓
げ
①
国
∋
O
①
「
o
「
o
h
p
＝
夢
①
閑
易
ω
冨
嵩
ρ
○
お
Φ
ニ
コ
ひ
q
一

と
あ
る
よ
う
に
、
ζ
暮
ω
¢
三
8
の
次
に
び
《
誓
Φ
Ω
惹
。
Φ
o
｛
霞
Φ
鋤
く
Φ
コ
と
加
え
て
い
る
。
先
の
イ
ギ
リ
ス
宛
国
書
の
σ
＜
＆
≦
器

四
薯
。
一
三
琶
Φ
馨
と
表
現
は
異
な
る
け
れ
ど
も
、
わ
が
国
は
キ
リ
ス
ト
挙
国
で
な
い
か
ら
、
9
＜
冒
①
と
い
う
表
現
が
不
適
当
と
判
断
さ
れ

て
山
Φ
餌
く
Φ
ロ
と
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
以
上
引
用
し
た
事
例
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
わ
が
国
が
外
国
に
出
す
国
書
に
「
天
佑
」
の
語
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
明
治
四
年
の
岩
倉
遣
外
使
節
団
持
参
の
国
書
あ
た
り
か
ら
で
あ
り
、
他
方
、
外
国
か
ら
の
国
書
の
σ
噂
α
①
ひ
q
茜
9
0
0
α
ρ
σ
《
9
Φ
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ひq

艨
B
Φ
o
噛
O
o
鼻
く
。
コ
O
o
ヰ
①
ω
O
コ
四
α
Φ
コ
も
短
身
σ
q
鼠
。
Φ
∪
一
Φ
二
も
①
「
O
轟
N
鼠
島
∪
δ
な
ど
の
翻
訳
が
「
天
佑
」
と
定
着
す
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
明
治
十
年
代
で
あ
る
。
明
治
十
四
年
九
月
の
山
田
顕
義
の
『
憲
法
草
案
』
冒
頭
の
「
天
ノ
保
佑
ヲ
以
テ
万
世
一
系
ノ
帝
詐

ヲ
忌
服
ル
大
日
本
国
天
皇
」
と
い
う
条
文
や
、
明
治
十
五
年
の
西
周
の
『
憲
法
草
案
』
第
三
篇
第
五
章
立
法
権
の
「
天
佑
上
昇
リ
万
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

一
系
ノ
宝
酢
ヲ
践
メ
ル
」
云
々
と
い
う
条
文
に
「
天
佑
」
の
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
も
、
か
か
る
外
交
文
書
の
表
現
に
倣
っ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。三

　
井
上
毅
の
考
え

近代II本における「天佑」とGottesgnadentum

　
外
交
文
書
に
「
天
佑
」
の
表
現
が
定
着
す
る
ま
で
に
は
、
外
務
官
僚
の
間
で
し
か
る
べ
き
議
論
が
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
が
、

現
在
の
と
こ
ろ
、
そ
れ
に
相
当
す
る
関
連
史
料
に
遭
遇
し
て
い
な
い
。
た
だ
、
明
治
憲
法
及
び
皇
室
典
範
を
制
定
す
る
に
当
た
っ
て
、

草
案
起
草
に
従
事
し
た
井
上
毅
が
、
こ
の
表
現
を
ど
う
考
え
て
い
た
の
か
を
知
り
う
る
若
干
の
史
料
が
存
在
す
る
の
で
、
こ
こ
で
そ
れ

を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

　
井
上
は
憲
法
や
皇
室
典
範
の
草
案
を
起
草
す
る
に
当
た
っ
て
、
西
洋
の
こ
と
を
実
に
よ
く
調
査
し
て
い
る
が
、
明
治
二
十
年
一
月
十

七
日
、
ド
イ
ツ
人
ヘ
ル
マ
ン
・
レ
ー
ス
ラ
ー
に

　
　
欧
洲
ノ
帝
王
国
二
三
テ
、
王
位
継
承
ノ
後
、
更
二
儀
式
上
ノ
即
位
ノ
礼
ヲ
行
フ
ハ
登
極
ノ
祭
祀
ニ
シ
テ
、
専
ラ
宗
旨
上
ノ
朝
儀
ナ

　
　
ル
カ
如
シ
。
此
即
位
ノ
礼
ハ
国
法
上
ノ
関
係
二
於
テ
如
何
ナ
ル
ヤ
。
或
国
二
恩
テ
、
憲
法
二
掲
載
シ
タ
ル
即
位
ノ
宣
誓
ノ
外
、
此

　
　
儀
式
ハ
何
等
ノ
価
格
ヲ
付
ス
ヘ
キ
ヤ
。
憲
法
又
ハ
家
憲
二
於
テ
之
ヲ
掲
載
ス
ル
ノ
要
用
ヲ
見
ル
ヤ
。
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〔
m
）

と
質
問
し
た
。
こ
の
井
上
の
「
即
位
ノ
礼
」
の
法
的
性
格
如
何
に
つ
い
て
の
質
問
に
対
す
る
答
え
の
中
で
レ
ー
ス
ラ
ー
は

　
　
即
位
ハ
天
帝
ヨ
リ
王
位
ヲ
受
ル
コ
ト
ヲ
表
証
ス
ル
所
ノ
祭
儀
ナ
リ
。
天
祐
ヲ
保
有
ス
ト
言
フ
ハ
、
即
チ
此
二
千
ク
モ
ノ
ナ
リ
。

と
「
天
祐
」
に
言
及
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
1
1
∀

　
次
い
で
井
上
は
、
明
治
二
十
一
年
三
月
に
『
欧
羅
巴
家
門
法
歴
史
上
ノ
沿
革
及
其
法
制
ノ
系
統
』
第
一
、
第
二
と
い
う
史
料
を
読
ん

で
い
る
が
、
そ
の
中
に
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　
①
（
第
一
、
四
葉
）
ピ
ッ
ピ
ン
ハ
当
時
ノ
法
王
羅
馬
加
督
利
基
宗
教
ノ
総
長
即
チ
人
界
二
於
ケ
ル
天
神
ノ
代
表
入
ヲ
シ
テ
自
己
ノ

　
　
王
位
ヲ
公
認
セ
シ
メ
且
「
天
佑
ヲ
享
有
ス
ル
君
・
王
」
ノ
称
ヲ
允
サ
シ
メ
テ
以
テ
正
統
王
家
タ
ル
雨
笠
リ
タ
リ

　
　
②
（
第
一
、
＝
二
・
一
四
葉
）
抑
君
主
力
民
意
二
対
シ
テ
主
張
シ
得
ル
君
冤
上
ノ
権
ハ
即
チ
正
統
君
主
ノ
資
格
ナ
リ

　
　
而
シ
テ
其
民
意
二
対
シ
主
張
ス
ル
紐
付
キ
以
テ
根
基
ト
為
ス
ヘ
キ
正
当
ノ
ロ
実
ハ
即
チ
天
意
ヲ
奉
シ
テ
君
位
二
立
ツ
ト
云
フ
所
是

　
　
ナ
リ
此
天
意
ハ
国
民
モ
亦
之
二
遵
ハ
サ
ル
可
ラ
サ
ル
モ
ノ
ナ
リ
如
此
ナ
ル
ヲ
以
テ
現
二
二
種
ノ
君
主
権
ヲ
為
セ
リ

　
　
［
甲
］
古
来
ノ
歴
史
上
ノ
権
利
二
因
拠
シ
テ
「
天
佑
享
受
」
ノ
冠
詞
ヲ
冒
ス
モ
ノ
即
襖
国
英
二
等
是
ナ
リ

　
　
［
乙
］
朝
今
憲
法
制
定
後
拝
於
テ
建
創
セ
シ
者
法
理
西
帝
朝
独
逸
帝
伊
多
利
西
班
牙
葡
慨
則
等
「
天
佑
ヲ
享
受
シ
及
民
意
ヲ
体
シ
」

　
　
ノ
冠
詞
ヲ
冒
ス
君
主
即
チ
是
ナ
リ

　
　
③
（
第
一
、
一
六
葉
）
天
佑
享
受
ノ
正
統
資
格
ノ
君
主
ヲ
戴
ク
モ
ノ
此
邦
国
二
於
テ
ハ
君
主
ハ
国
民
ノ
為
メ
ニ
憲
法
ヲ
欽
定
シ
之

　
　
ヲ
与
フ
即
チ
君
主
自
ラ
立
法
権
ヲ
握
有
シ
此
立
法
権
ノ
認
否
如
何
二
従
テ
国
法
ノ
能
力
上
二
影
響
ヲ
与
フ
ル
ナ
リ
而
シ
テ
如
此
キ

　
　
邦
国
ニ
チ
ハ
其
君
主
ノ
家
門
法
ハ
憲
法
ノ
上
二
位
ス

　
　
④
（
第
二
、
四
葉
）
所
謂
天
佑
ヲ
享
有
ス
ル
君
統
ハ
内
乱
或
ハ
民
意
ノ
為
メ
ニ
決
シ
テ
甘
苦
セ
ラ
ル
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
此
ノ
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如
キ
君
統
ハ
歴
史
上
其
国
ト
七
二
成
立
チ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
カ
故
二
号
国
ト
存
亡
ヲ
共
ニ
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

　
　
⑤
（
第
二
、
八
葉
）
羅
馬
加
与
力
教
ノ
首
領
ハ
地
球
上
万
国
ノ
政
権
及
君
主
ノ
上
二
位
シ
地
上
ニ
ア
ル
天
帝
ノ
代
理
者
ニ
シ
テ
所

　
　
謂
ユ
ル
天
佑
ヲ
享
有
ス
ル
君
統
ヲ
授
与
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
モ
ノ
ト
ス

　
　
⑥
（
第
二
、
九
葉
）
天
佑
ヲ
享
有
ス
ル
ナ
ル
尊
称
二
代
エ
ル
ニ
国
民
ノ
三
二
由
リ
テ
某
国
王
タ
ル
云
々
ト
称
ス
ル
コ
ト
伊
多
利
西

　
　
班
牙
及
白
耳
義
国
王
ノ
如
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
1
2
）

井
し
が
こ
れ
ら
の
史
料
に
拠
っ
て
「
天
佑
」
の
意
味
を
真
剣
に
考
え
た
こ
と
は
紛
う
方
な
き
事
実
で
あ
っ
て
、
か
つ
て
拙
稿
で
指
摘
し

た
よ
う
に
、
井
上
は
右
の
③
を
も
と
に
し
て
皇
室
典
範
の
前
文
を
起
草
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
井
L
は
こ
の
文
章
の
「
天
佑

享
受
ノ
正
統
資
格
ノ
君
主
ヲ
戴
ク
モ
ノ
」
及
び
「
而
シ
テ
如
此
キ
邦
国
ニ
チ
ハ
其
君
主
ノ
家
門
法
ハ
憲
法
ノ
ト
ニ
位
ス
」
の
箇
所
に
点

線
を
附
し
て
お
り
、
そ
の
直
後
に
「
皇
室
典
範
説
明
」
（
梧
陰
文
庫
A
四
二
）
に

　
　
恭
テ
按
ス
ル
ニ
、
皇
室
ノ
典
範
ア
ル
ハ
立
憲
ノ
国
二
於
ケ
ル
要
義
ニ
シ
テ
、
典
範
ハ
又
憲
法
ノ
上
二
位
ス
ル
者
ナ
リ
、
何
ト
ナ
レ

　
　
ハ
皇
室
ハ
憲
法
ノ
上
二
立
チ
、
皇
室
ア
リ
テ
而
シ
テ
憲
法
ア
レ
ハ
ナ
リ
、

と
書
い
た
の
で
あ
っ
た
。
明
治
二
十
二
年
二
月
十
一
日
に
制
定
さ
れ
た
皇
室
典
範
の
上
諭
に
は
こ
の
部
分
は
省
略
さ
れ
て

　
　
天
佑
ヲ
享
有
シ
タ
ル
我
力
日
本
帝
国
ノ
宝
三
助
万
世
一
系
歴
代
継
承
シ
以
テ
朕
力
躬
二
手
ル
惟
フ
ニ
祖
宗
肇
国
ノ
初
大
憲
一
タ
ヒ

　
　
定
マ
リ
昭
ナ
ル
コ
ト
耳
翼
ノ
如
シ
今
ノ
時
二
当
リ
宜
ク
遺
訓
ヲ
明
徴
ニ
シ
皇
家
ノ
成
典
ヲ
制
立
シ
以
テ
釜
基
ヲ
永
遠
二
篭
固
ニ
ス

　
　
ヘ
シ
弦
二
橿
密
顧
問
ノ
諮
詞
ヲ
経
皇
室
典
範
ヲ
裁
定
シ
撃
力
後
嗣
及
子
孫
ヲ
シ
テ
遵
守
ス
ル
所
ア
ラ
シ
ム

　
　
↓
ゴ
Φ
一
日
℃
Φ
「
凶
巴
日
げ
「
o
コ
Φ
o
噛
冨
℃
餌
P
Φ
呂
。
旨
コ
ぬ
9
Φ
○
轟
。
①
o
｛
＝
Φ
臨
く
Φ
⇒
9
。
巳
①
＜
①
「
訂
ω
ぼ
コ
ひ
q
ヰ
。
ヨ
四
ひ
q
Φ
ω
Φ
8
居
8
＝
コ
p
。
昌

　
　
§
σ
8
冨
コ
＝
⇒
窪
。
噛
ω
g
8
ω
ω
δ
P
冨
ω
σ
Φ
窪
＃
磐
ω
ヨ
曵
け
巴
8
⊂
ω
9
δ
⊆
ひ
q
ゴ
ω
⊆
8
Φ
ω
ω
¢
δ
話
碍
口
ω
．
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（
1
3
）

と
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
だ
け
を
読
ん
で
も
井
上
の
思
考
の
細
部
を
窺
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
或
い
は
井
上
が
明
治
十
五
年
に
起
草

し
た
「
憲
法
試
草
」
の
前
文
に
「
天
ノ
明
旦
ヲ
受
ケ
万
世
一
系
ノ
帝
位
ヲ
践
ミ
朕
明
治
　
年
　
月
　
日
ヲ
以
テ
憲
法
ヲ
裁
定
シ
立
国
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

大
典
ト
シ
単
二
憲
法
ノ
限
閾
内
二
於
テ
国
民
ノ
権
利
ヲ
賜
与
ス
ル
コ
ト
左
ノ
如
シ
」
と
書
い
て
、
儒
教
的
色
彩
の
濃
い
「
天
ノ
押
詰
ヲ

受
ケ
」
な
る
表
現
を
採
用
し
て
い
た
こ
と
を
以
て
、
井
上
の
思
想
的
立
場
が
儒
教
に
あ
っ
た
と
す
る
論
者
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
け

れ
ど
も
、
右
に
見
た
よ
う
な
井
上
の
勉
強
の
跡
を
知
れ
ば
、
井
上
が
「
天
」
に
言
及
し
て
い
る
か
ら
と
言
っ
て
、
井
上
の
思
想
基
盤
が

儒
教
に
あ
っ
た
な
ど
と
軽
々
に
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
井
上
は
、
レ
ー
ス
ラ
ー
の
教
示
や
『
欧
羅
巴
家
門
法
歴
史
上
ノ
沿

革
及
其
法
制
ノ
系
統
』
な
ど
か
ら
、
西
洋
に
お
け
る
「
天
佑
享
受
」
使
用
の
意
味
を
学
ん
で
い
る
の
で
あ
っ
て
、
皇
室
典
範
前
文
を
「
天

佑
ヲ
享
有
シ
タ
ル
」
云
々
な
る
文
句
か
ら
書
き
始
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
必
ず
や
西
洋
の
用
例
を
意
識
し
て
い
た
に
相
違
な
い
。
も
と

よ
り
井
上
が
儒
教
的
教
養
を
常
人
以
上
に
身
に
つ
け
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
井
上
は
儒
教
的
な
思
想
を
そ
の
ま
ま
明
治
国
家

で
開
花
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
は
決
し
て
な
く
て
、
儒
教
的
な
思
想
と
西
洋
の
思
想
と
を
融
合
さ
せ
、
そ
し
て
如
何
に
新
た
な
制

度
を
作
る
か
と
い
う
こ
と
に
心
血
を
注
い
だ
の
で
あ
っ
た
。
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四
　
日
露
戦
争
の
影
響

　
明
治
初
年
以
降
、
外
交
文
書
で
「
天
佑
」
の
語
が
使
用
さ
れ
、
皇
室
典
範
前
文
に
も
ま
た
こ
の
語
が
用
い
ら
れ
、
更
に
は
明
治
二
十

ヒ
年
八
月
一
日
の
清
国
に
対
す
る
宣
戦
の
詔
勅
に
も
「
天
佑
ヲ
保
全
シ
、
万
世
一
系
ノ
皇
詐
ヲ
践
メ
ル
大
日
本
帝
国
皇
帝
」
と
書
か
れ

る
な
ど
、
「
天
佑
」
の
語
は
公
文
書
に
多
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
こ
の
語
が
民
間
で
広
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
日
露
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戦
争
を
通
じ
て
で
あ
っ
た
。
日
露
戦
争
の
宣
戦
詔
書
も
ま
た
日
清
戦
争
の
宣
戦
詔
書
と
同
様
に

　
　
天
佑
ヲ
保
有
シ
万
世
一
系
ノ
皇
図
ヲ
践
メ
ル
大
日
本
国
皇
帝
ハ
忠
実
勇
武
ナ
ル
汝
有
衆
二
示
ス

で
始
ま
っ
て
い
る
が
、
「
天
佑
」
は
宣
戦
詔
書
だ
け
で
は
な
く
、
新
聞
で
も
度
々
取
り
し
げ
ら
れ
た
。
例
え
ば
明
治
三
十
七
年
四
月
十
八

日
の
「
東
京
朝
日
新
聞
」
に
は

　
　
旅
順
の
敵
艦
殆
ど
全
滅
　
我
が
艦
隊
は
一
兵
も
損
ず
る
事
な
し
　
東
郷
司
令
長
官
曰
く
　
　
「
こ
れ
天
佑
也
」

と
の
見
出
し
で
、
「
旅
順
大
海
戦
公
報
（
東
郷
司
令
長
官
報
告
）
」
が
載
っ
て
お
り
、
そ
の
記
事
の
終
わ
り
に

　
　
此
連
続
せ
る
作
戦
に
於
て
、
聯
合
艦
隊
が
一
兵
を
も
失
は
ず
し
て
多
少
の
戦
果
を
挙
げ
得
た
る
も
の
は
、
一
に
大
元
帥
陛
下
の
御

　
　
威
徳
に
依
る
も
の
に
し
て
摩
下
将
卒
は
終
始
勇
往
敢
為
、
其
の
任
務
を
遂
行
す
る
に
忠
実
な
る
も
、
其
の
奏
効
成
果
に
至
て
は
人

　
　
力
の
及
ば
ざ
る
所
多
し
、
特
に
多
数
の
艦
艇
が
昼
夜
を
問
は
ず
敵
の
機
械
水
雷
の
浮
流
せ
る
洋
中
を
縦
横
に
航
行
し
、
然
か
も
今

　
　
日
に
至
る
ま
で
一
の
危
害
を
受
け
た
る
こ
と
な
き
が
如
き
は
、
只
天
佑
と
確
信
す
る
の
外
あ
ら
ざ
る
な
り
。
（
四
月
卜
六
日
午
後
五

　
　
時
着
電
）

と
あ
り
、
ま
た
同
年
五
月
三
日
の
「
日
本
」
に
「
運
命
の
馳
せ
場
は
哀
し
　
　
天
乎
命
乎
1
1
上
村
第
二
艦
隊
　
濃
霧
は
常
に
彼
の
栄
光

を
奪
ふ
」
と
の
見
出
し
で
、

　
　
吾
人
が
待
ち
に
待
ち
し
日
本
海
方
面
の
快
報
は
、
遺
憾
な
が
ら
遂
に
濃
霧
の
中
に
葬
ら
れ
た
り
。
吾
人
は
上
村
司
令
官
の
報
告
を

　
　
見
る
毎
に
、
実
に
彼
れ
が
不
幸
を
悲
し
ま
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。
報
告
に
拠
れ
ば
、
同
艦
隊
は
実
に
二
十
三
日
を
以
て
元
山
を
発
し
た

　
　
り
し
な
り
。
爾
来
三
豊
三
夜
彼
れ
は
濃
霧
の
た
め
に
鎖
さ
れ
つ
・
、
僅
に
其
短
期
相
失
は
ん
こ
と
を
恐
る
・
航
海
の
苦
心
中
に
、

　
　
敵
は
恰
も
元
山
方
面
に
遊
父
し
て
偶
然
に
も
金
州
丸
に
会
し
、
而
か
も
掩
護
の
艇
隊
が
天
候
の
険
悪
を
避
け
ん
が
為
に
遮
湖
浦
に
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留
ま
り
し
が
此
の
世
の
別
れ
と
知
る
や
知
ら
ず
や
、
金
奉
戴
が
別
れ
を
告
げ
て
独
り
帰
港
の
途
中
に
於
て
世
に
も
稀
な
る
一
場
の

　
　
悲
劇
を
演
ず
る
の
已
む
を
得
ざ
る
に
到
り
し
な
り
。
（
中
略
）
鳴
呼
濃
霧
濃
霧
、
天
は
汝
に
幸
せ
ざ
り
し
か
。

と
あ
り
、
更
に
同
年
六
月
十
一
日
の
「
東
京
日
日
新
聞
」
に
は
、
五
月
二
十
六
日
の
金
州
南
山
総
攻
撃
の
実
況
報
告
が
載
せ
ら
れ
て
お

り
、
そ
こ
に

　
　
翌
廿
六
日
午
前
五
時
三
十
分
一
発
の
砲
声
は
轟
け
り
是
よ
り
先
き
午
前
一
時
十
五
分
突
然
大
暴
風
起
り
大
雷
雨
あ
り
電
光
雷
声

　
　
閃
々
轟
々
と
し
て
異
常
の
天
候
を
来
せ
り
是
れ
誠
に
天
佑
に
し
て
我
砲
兵
及
歩
兵
は
此
の
雷
鳴
に
乗
じ
て
躍
進
し
工
兵
は
暗
夜
に

　
　
乗
じ
て
掩
墜
及
肩
培
を
適
宜
の
地
に
作
り
充
分
天
明
戦
闘
の
準
備
行
為
を
完
r
し
た
り

と
あ
り
、
六
月
十
四
日
の
「
報
知
新
聞
」
も
右
に
つ
い
て
「
三
つ
の
天
佑
」
と
の
見
出
し
で
、

　
　
廿
五
日
夜
半
の
大
豊
浦
雨
は
我
が
第
一
聯
隊
の
行
進
運
動
に
多
少
の
障
凝
を
与
へ
目
的
の
地
点
に
遅
着
す
る
の
止
む
を
得
ざ
ら
し

　
　
め
し
と
錐
も
仔
細
に
観
察
す
れ
ば
右
は
我
軍
に
対
す
る
天
佑
に
し
て
我
軍
は
三
個
の
利
益
を
博
せ
り
曰
く

　
　
（
一
）
第
一
聯
隊
は
道
路
の
泥
象
に
行
進
頗
る
難
み
し
も
天
地
冥
濠
、
目
的
地
点
に
達
す
る
ま
で
敵
を
し
て
偵
知
せ
し
め
ざ
り
し

　
　
こ
と

　
　
（
二
）
敵
は
我
が
行
進
の
道
路
に
地
雷
火
を
埋
貸
せ
し
も
其
の
位
置
不
明
な
り
し
に
雨
水
洗
去
り
て
窪
地
を
生
じ
て
以
て
我
を
し

　
　
て
其
位
置
を
判
知
せ
し
め
た
る
事

　
　
（
三
）
敵
は
前
夜
来
廿
六
日
午
前
二
時
頃
ま
で
南
山
上
よ
り
頻
り
に
探
照
燈
を
照
ら
し
光
弾
を
打
揚
げ
以
て
我
軍
の
行
動
を
偵
察

　
　
せ
し
も
大
急
猛
雨
と
為
る
や
敵
は
我
軍
は
行
進
を
停
止
し
た
る
べ
し
と
考
へ
二
時
過
よ
り
総
べ
て
此
等
を
照
幽
せ
ざ
り
し

と
書
い
て
い
る
有
り
様
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
、
こ
の
当
時
わ
が
国
に
滞
在
し
て
い
た
ド
イ
ツ
人
医
師
の
エ
ル
ウ
ィ
ン
・
ベ
ル
ツ
が
そ
の
日
記
に
次
の
よ
う
な
興
味
深
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
1
5
）

こ
と
を
書
き
残
し
て
い
る
。

　
　
東
郷
の
公
報
に
よ
れ
ば
、
マ
カ
ロ
フ
の
坐
乗
艦
ペ
ト
ロ
パ
ブ
ロ
フ
ス
ク
は
、
日
本
側
の
機
雷
に
よ
り
爆
沈
し
た
の
で
、
ロ
シ
ア
側

　
　
の
機
雷
で
は
な
い
と
か
。
こ
の
報
告
中
で
目
立
つ
点
は
、
東
郷
が
そ
の
戦
果
の
由
っ
て
来
る
と
こ
ろ
を
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
シ
ナ
の

　
　
形
式
を
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
に
し
て
表
現
し
て
い
る
こ
と
で
、
す
な
わ
ち
一
方
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
式
に
、
日
本
を
守
る
天
佑
に
よ
る
も
の

　
　
と
し
、
他
方
で
は
御
稜
威
に
も
と
つ
く
も
の
と
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
後
者
の
、
天
皇
の
美
徳
に
よ
る
と
す
る
考
え
方
は
、
国
の

　
　
吉
凶
を
君
主
の
責
に
帰
す
る
完
全
な
シ
ナ
思
想
で
あ
る
。
つ
ま
り
君
主
が
よ
け
れ
ば
、
国
が
う
ま
く
ゆ
き
、
国
が
う
ま
く
ゆ
か
な

　
　
け
れ
ば
、
そ
れ
は
君
主
が
天
の
不
興
を
招
い
た
証
拠
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

な
る
ほ
ど
、
ベ
ル
ツ
が
い
う
よ
う
に
、
右
に
掲
げ
た
東
郷
司
令
長
官
の
報
告
を
読
め
ば
、
一
方
で
「
大
元
帥
陛
下
の
御
威
徳
」
と
い
い
、

他
方
で
「
只
天
佑
と
確
信
す
る
」
と
い
う
よ
う
に
、
「
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
」
で
あ
る
。
流
石
に
O
o
詳
Φ
ω
ひ
q
コ
四
血
①
⇒
ε
∋
の
本
場
の
生
ま
れ
だ
け

あ
っ
て
、
ベ
ル
ツ
は
「
天
佑
」
が
ド
イ
ツ
語
の
く
。
コ
O
o
茸
Φ
ω
O
爵
α
Φ
口
の
模
倣
で
あ
る
こ
と
を
見
抜
い
て
い
る
。

　
「
御
威
徳
」
乃
至
は
「
御
稜
威
」
を
使
う
の
は
日
清
戦
争
の
時
に
も
あ
っ
た
こ
と
で
あ
っ
て
、
珍
し
い
表
現
で
は
な
く
、
日
露
戦
争

の
時
に
も
頻
繁
に
使
わ
れ
た
。
例
え
ば
「
報
知
新
聞
」
は
六
月
九
日
、
南
山
の
攻
撃
に
参
加
し
た
将
校
浅
野
歩
兵
大
尉
の
実
戦
談
を
載

せ
て
い
る
が
、
そ
の
終
わ
り
の
方
に

　
　
南
山
後
面
よ
り
南
山
に
急
撃
し
て
是
を
占
領
し
異
彩
陸
離
た
る
旭
旗
を
高
く
翻
へ
し
が
之
を
見
て
東
北
に
あ
り
し
軍
の
各
師
団
も

　
　
時
を
移
さ
ず
一
斉
に
最
期
の
大
突
貫
を
起
し
飛
電
迅
電
の
如
く
南
山
上
に
達
し
是
又
旭
旗
を
樹
立
し
軍
の
上
層
一
斉
万
歳
を
三
唱

　
　
し
た
る
は
将
に
午
後
七
時
其
庸
俗
に
天
地
を
震
済
し
大
元
帥
陛
下
の
御
稜
威
は
今
や
満
州
の
山
河
に
普
ね
か
り
し
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と
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
輸
）

　
こ
れ
に
対
し
て
『
ベ
ル
ツ
の
口
記
』
の
同
年
六
月
二
十
日
条
に
は

　
　
　
ス
タ
ケ
ル
ベ
ル
ク
の
報
告
に
よ
る
と
、
か
れ
の
率
い
る
ロ
シ
ア
軍
は
六
月
十
五
日
、
得
利
寺
附
近
で
、
日
本
軍
の
優
勢
な
兵
力

　
　
と
そ
の
迂
回
作
戦
に
よ
り
、
大
損
害
を
こ
う
む
っ
て
退
却
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
由
。
か
れ
は
砲
十
三
門
の
喪
失
を
認
め
た
。
日
本

　
　
側
の
公
報
は
奥
大
将
か
ら
出
た
も
の
で
、
世
間
で
は
、
大
将
は
そ
の
全
軍
と
共
に
、
旅
順
附
近
に
在
る
も
の
と
信
じ
て
い
た
の
だ
。

　
　
　
そ
の
公
報
た
る
や
ま
た
も
、
今
回
の
戦
果
が
「
御
稜
威
に
よ
る
も
の
」
と
の
、
全
く
シ
ナ
式
の
辞
令
で
結
ば
れ
て
い
る
。
こ
の

　
　
調
子
だ
と
、
理
論
上
当
然
の
（
も
っ
と
も
あ
ま
り
面
白
く
も
な
い
）
結
果
と
し
て
、
ス
ク
リ
ー
ド
ロ
フ
の
襲
撃
に
よ
っ
て
こ
う
む

　
　
つ
た
悲
し
む
べ
き
損
害
は
天
皇
の
不
徳
に
、
そ
の
責
を
帰
せ
ね
ば
な
ら
な
い
わ
け
だ
が
！
地
上
の
出
来
事
に
「
天
」
を
担
ぎ
出
す

　
　
風
習
に
反
対
す
る
運
動
が
、
新
聞
紙
上
で
起
こ
っ
て
い
る
の
も
も
っ
と
も
だ
。
冷
静
な
人
間
の
見
解
に
従
え
ば
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
も

　
　
言
っ
た
よ
う
に
神
は
、
強
い
方
の
軍
隊
に
昧
方
す
る
の
だ
。

と
あ
っ
て
、
「
御
稜
威
」
や
「
天
佑
」
の
使
用
に
ベ
ル
ツ
が
批
判
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
得
利
寺
戦
の
公
報
と
は

奥
大
将
の
報
告
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ
の
新
聞
に
も
同
文
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
末
尾
に

　
　
十
五
日
の
戦
闘
は
兵
力
約
二
師
団
耳
管
か
も
堅
固
な
る
陣
地
に
拠
る
の
敵
を
攻
撃
し
遂
に
之
を
潰
走
に
至
ら
し
む
る
を
得
た
る
は

　
　
偏
に
陛
下
の
御
稜
威
に
因
る

と
あ
る
。
新
聞
紙
上
で
「
天
を
担
ぎ
出
す
風
習
に
反
対
す
る
運
動
」
が
起
こ
っ
て
い
る
と
べ
ル
ツ
が
述
べ
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
ま
だ

該
当
す
る
記
事
を
見
い
だ
し
て
い
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
「
天
佑
」
を
使
用
す
る
風
習
は
こ
の
後
も
続
き
、
冒
頭
に
掲
げ
た
第
一

次
世
界
大
戦
の
詔
書
や
そ
の
後
の
第
二
次
世
界
大
戦
の
宣
戦
詔
書
に
も
使
用
せ
ら
れ
た
。
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五
　
結
　
言

近fUl本における「天佑」とGottesgnadentum

　
日
露
戦
争
勃
発
の
翌
年
、
明
治
三
十
八
年
の
正
月
か
ら
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
に
掲
載
さ
れ
た
夏
目
漱
石
の
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
は
、

周
知
の
よ
う
に
、
「
到
底
吾
輩
理
工
の
百
語
を
解
し
得
る
位
に
天
の
恵
に
浴
し
て
お
ら
ん
動
物
で
あ
る
」
人
間
を
猫
の
眼
か
ら
眺
め
る
と

い
う
面
臼
い
手
法
を
と
っ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
「
天
祐
」
の
語
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
主
人
公
苦
沙
弥
先
生
の
食
べ
残

し
た
餅
に
喰
ら
い
つ
い
て
歯
が
抜
け
な
く
な
り
、
四
苦
八
苦
し
て
い
る
猫
の
様
子
が
実
に
コ
ミ
カ
ル
に
描
写
さ
れ
て
い
る
箇
所
に

　
　
「
危
き
に
臨
め
ば
平
常
な
し
能
わ
ざ
る
と
こ
ろ
の
も
の
を
為
し
能
う
。
之
を
天
祐
と
い
う
」
幸
に
天
祐
を
蒸
け
た
る
吾
輩
が
一
生

　
　
懸
命
餅
の
魔
と
戦
っ
て
い
る
と
、
何
だ
か
足
音
が
し
て
奥
よ
り
人
が
来
る
様
な
気
合
で
あ
る
。
こ
こ
で
人
に
来
ら
れ
て
は
大
変
だ

　
　
と
思
っ
て
、
愈
躍
起
と
な
っ
て
台
所
を
か
け
廻
る
。
あ
あ
残
念
だ
が
天
祐
が
少
し
足
り
な
い
。
と
う
と
う
子
供
に
見
付
け
ら
れ
た
。

　
　
（
中
略
）
遂
に
天
祐
も
ど
っ
か
へ
消
え
失
せ
て
、
在
来
の
通
り
四
つ
這
に
な
っ
て
、
眼
を
臼
面
す
る
の
醜
態
を
演
ず
る
ま
で
に
閉
口

　
　
し
た
。

　
〔
1
7
）

と
あ
る
。
漱
石
が
こ
こ
で
「
天
祐
」
と
い
う
用
語
を
何
度
も
使
っ
て
い
る
の
は
、
間
違
い
な
く
日
露
戦
争
頃
の
新
聞
そ
の
他
の
影
響
で

あ
ろ
う
。
相
愛
社
発
行
の
雑
誌
『
基
督
教
界
』
が
第
三
十
一
号
（
明
治
三
十
八
年
四
月
）
か
ら
題
名
を
『
天
佑
』
に
改
め
て
い
る
の
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

当
時
、
「
天
佑
」
と
い
う
言
葉
が
一
般
に
広
く
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
証
拠
と
な
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
漱
石
が
「
天
佑
」
よ
り
も
や
や
古
め
か
し
い
漢
語
の
「
天
祐
」
を
短
い
文
の
中
に
多
用
し
、
し
か
も
「
天
祐
」
を
享
け

て
い
る
と
確
信
し
た
猫
が
、
状
況
不
利
に
な
っ
て
次
第
に
自
分
に
は
「
天
祐
」
が
す
こ
し
足
り
な
い
の
だ
と
感
じ
は
じ
め
、
仕
舞
に
は
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「
天
祐
」
も
消
え
失
せ
た
と
自
覚
す
る
と
い
う
よ
う
に
語
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
す
る
と
、
漱
石
は
、
日
露
戦
争
で
新
聞
そ
の
他
に
「
天

佑
」
が
乱
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
ベ
ル
ツ
と
同
様
、
こ
れ
を
快
く
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
更
に
言
え
ば
、

漱
石
は
、
「
天
祐
」
に
浮
か
れ
て
い
る
近
代
日
本
の
行
く
末
を
こ
の
僅
か
な
文
章
の
中
で
暗
示
し
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
さ
て
、
以
上
の
考
証
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
我
が
国
で
「
天
佑
」
の
語
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
外
交
文
書
か
ら

で
あ
る
が
、
そ
れ
は
西
洋
の
O
o
茸
①
。
。
ひ
q
慈
匹
窪
ε
目
の
書
式
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
憲
法
や
皇
室
典
範
を
制
定
す
る
に
さ
い

し
て
、
改
め
て
西
洋
の
「
天
佑
享
受
」
の
意
味
を
学
び
、
今
度
は
東
洋
の
伝
統
と
西
洋
の
伝
統
と
の
融
合
と
い
う
形
で
、
主
体
的
に
捉

え
直
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
語
が
わ
が
国
民
に
一
般
的
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
日
露
戦
争
の
時
で
あ
っ
た
。

東
洋
の
新
興
国
家
が
ロ
シ
ア
帝
国
に
勝
っ
た
の
は
、
ま
さ
に
「
天
佑
」
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
爾
来
、
第
一
次
世
界
大
戦
や
第
二

次
世
界
大
戦
の
際
の
宣
戦
詔
書
に
も
「
天
佑
」
の
語
が
用
い
ら
れ
た
。
近
代
日
本
の
国
家
形
成
は
好
運
に
も
恵
ま
れ
、
ま
さ
に
「
天
佑
」

と
思
わ
れ
る
よ
う
な
勢
い
を
示
し
た
が
、
し
か
し
所
詮
「
天
佑
」
は
ベ
ル
ツ
が
見
抜
い
た
よ
う
に
西
洋
か
ら
の
「
借
り
物
」
の
表
現
で

あ
っ
て
、
結
局
、
漱
石
が
暗
示
（
？
）
し
た
よ
う
に
、
近
代
日
本
は
次
第
に
「
天
佑
」
が
足
り
な
く
な
り
、
．
そ
し
て
や
が
て
「
天
佑
」

は
ど
こ
か
へ
消
え
失
せ
て
、
太
平
洋
戦
争
で
は
敗
戦
の
憂
き
目
を
見
た
の
で
あ
る
。
吉
田
裕
著
『
昭
和
天
皇
の
終
戦
史
』
に

　
　
原
爆
の
投
下
や
ソ
連
の
参
戦
は
、
米
内
海
相
が
高
木
惣
吉
に
語
っ
た
よ
う
に
、
「
競
る
意
味
で
は
天
佑
で
あ
っ
た
」
。

と
墾
の
も
・
「
天
佑
」
の
盛
衰
を
李
物
語
・
て
い
る
・
そ
し
て
こ
れ
以
降
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
「
天
佑
」
の
語
を
使
用
す
る
こ
と

は
公
的
に
も
私
的
に
も
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
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近代｝体における「天f右」とGottesgnadelltum

（
1
）
　
江
口
老
一
著
『
二
つ
の
大
戦
』
（
大
系
日
本
の
歴
史
1
4
、
　
一
九
．
八
九
年
、
小
学
館
∀
八
頁
。
圏
点
は
島
、
以
ド
同
じ
。

（
2
∀
　
老
婆
心
な
が
ら
若
干
の
語
釈
を
し
て
お
こ
う
。
ア
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
湯
の
相
と
し
て
夏
の
桀
を
征
伐
し
、
湯
を
し
て
天
下
に
王
た
ら
し
め
た

　
　
股
の
賢
相
で
あ
る
。
文
中
の
九
有
と
は
九
州
す
な
わ
ち
中
国
掌
上
の
こ
と
、
一
徳
と
は
純
一
の
徳
と
い
う
意
で
君
と
臣
下
と
が
心
を
合
わ
せ
て
事
に
当

　
　
た
る
こ
と
、
座
商
の
有
は
助
辞
で
商
は
殼
の
こ
と
で
あ
る
。
な
お
正
と
は
正
朔
つ
ま
り
暦
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
古
代
中
国
で
は
毎
年
天
子
が
暦
を
諸
侯

　
　
に
授
け
て
政
治
を
行
な
わ
せ
た
。
そ
こ
か
ら
、
天
子
の
正
朔
（
暦
）
を
使
用
す
る
こ
と
は
そ
の
天
子
の
統
治
権
に
服
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
逆
に
正
朔

　
　
を
革
め
る
と
い
え
ば
そ
の
天
子
の
統
治
を
覆
す
こ
と
に
な
る
。

（
3
∀
　
例
え
ば
「
詔
勅
集
」
（
『
皇
室
文
学
大
系
』
第
四
輯
所
収
、
昭
和
五
十
四
年
、
名
著
普
及
会
）
参
照
。

（
4
）
　
な
お
O
o
辞
8
ω
ぴ
q
コ
巴
Φ
コ
ε
∋
に
つ
い
て
は
、
オ
ッ
ト
ー
・
ブ
ル
ソ
ナ
ー
「
神
授
王
権
か
ら
君
主
政
原
理
へ
一
中
世
中
期
以
降
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
君
主
制

　
　
の
あ
ゆ
み
」
（
石
井
他
訳
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
　
　
そ
の
歴
史
と
精
神
　
　
』
一
九
七
四
年
、
岩
波
書
店
）
参
照
。

（
5
∀
　
外
務
省
外
交
史
料
館
所
蔵
『
各
国
往
復
国
書
』
に
よ
る
。
以
下
の
国
書
も
出
典
は
同
じ
。

（
6
）
　
な
お
こ
の
イ
タ
リ
ア
語
国
書
の
O
鐙
ρ
冨
は
O
茜
N
冨
の
誤
り
で
あ
り
、
望
o
o
ロ
Φ
ω
は
恐
ら
く
O
凶
。
①
ロ
霞
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
か
か
る
過
ち
を
犯
す

　
　
の
で
あ
る
か
ら
、
当
時
の
外
務
省
に
は
イ
タ
リ
ア
語
に
堪
能
な
人
物
が
少
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
7
）
　
『
法
令
全
書
』
に
よ
る
。

（
8
）
　
但
し
英
語
原
文
は
『
各
国
往
復
国
書
』
に
は
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
。

（
9
）
　
家
永
・
松
永
・
江
村
編
『
明
治
前
期
の
憲
法
構
想
（
増
訂
版
第
二
版
）
』
（
一
九
八
七
年
、
福
村
出
版
）
に
よ
る
。

（
1
0
）
　
國
學
院
大
学
日
本
文
化
研
究
所
編
『
ル
上
意
伝
外
編
　
近
代
日
本
法
制
史
料
集
』
第
六
（
昭
和
丑
十
八
年
、
國
學
院
大
学
）
四
三
頁
、

（
1
1
）
　
國
學
院
大
学
図
書
館
惜
陰
文
庫
A
五
三
、
五
四
。
な
お
秘
書
類
纂
『
憲
法
資
料
』
中
巻
（
昭
和
四
十
五
年
、
原
書
房
復
刻
）
四
〇
乱
頁
以
ド
に
翻
刻

　
　
が
あ
る
。

（
1
2
）
　
「
明
治
皇
室
典
範
制
定
史
の
基
礎
的
考
察
」
（
國
學
院
大
学
紀
要
第
二
十
二
巻
、
昭
和
五
聖
九
年
）
。

（
1
3
＞
　
英
文
は
O
O
ζ
ζ
国
Z
月
〉
領
国
ω
O
Z
↓
＝
国
C
O
Z
o
っ
↓
一
↓
C
↓
一
〇
Z
O
聞
↓
＝
閃
国
ζ
空
曇
国
O
閃
』
〉
℃
＞
Z
（
昭
和
六
年
出
版
、
中
央
大
学
刊
）
に

　
　
よ
る
。

（
1
4
）
　
前
掲
『
明
治
前
期
の
憲
法
構
想
（
増
訂
版
第
二
版
）
』
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

（
1
5
）
　
『
ベ
ル
ツ
の
日
記
』
の
明
治
三
十
七
年
四
月
二
十
四
日
条
（
岩
波
文
庫
、
下
巻
、
六
六
頁
）
。



（
1
6
）
　
同
右
下
巻
、
　
］
〇
六
頁
。

（
1
7
）
　
新
潮
文
庫
、
三
五
頁
。

（
1
8
）
　
明
治
三
十
几
年
几
月
、
第
四
卜
九
号
か
ら
『
信
仰
之
友
』
と
改
め
て
い
る
。

（
1
9
V
　
岩
波
新
書
、
二
六
頁
以
下
。

（
附
記
）
本
稿
は
か
つ
て
同
人
雑
誌
『
召
書
』
第
五
十
三
号
に
掲
載
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
後
気
付
い
た
事
柄
を
新
た
に
附
加
し
た
。

今
回
こ
こ
に
再
録
す
る
に
つ
い
て
は
文
章
を
若
．
十
書
き
改
め
、
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